























































+St1-cos(x n - xn_1))+St1-cos(xニー xn'_1))]･ (3)





蓬に大きいと推定して,らせん軸まわ りの2つのヌクレオチ ド鎖の回転を無視 している｡ 連続
近似で回転角の場を導入すると,
x n(i)- x(Z･t), xこ(i)- x′(Z･t)I
われわれのノ､ミル トニアンは次のように2通 りにかける｡




































(ii) tx -xo･x′-27花n弓, tx - 27川 ･x′-Xs)および







E -Z-vt, i -(S/B)1/2a, γ -(1-V2/頼 ~1/2,






(V= x-n花王 xs･ x′ニール花王 xs)および･
1
























































(日 tx- 2n7E, X′-27花7T)
とuncoupled-2打ソリトン解
′ヽ_′ ′ヽJl


























上式の複号は kinkとantikinkの解に対応しているo A-B の場合について,xs-vs-u i
/･＼ノ /＼
を数値計算した結果は曲線 xs-v s- {/Z･或は,xs-vs-{/Zと殆ど相似の曲線となるo
これら(vi)～Qx)の解の模式図は図2に画かれている.
さて,われわれが見出した4種類のソリトン励起波のエネルギーは,ハミ/レトニアンにそれ




E票20W-8J毎 ~i~云)Sγ･ EfF20汀-16ノ万了 H f)γ,


















n- (2W )- 1/2'8/i)(PE !0') 1′2e-PESO)
で与えられる. ここで払 Englander達や Tsuboiらの実験条件では,A≒0の場合の最低励起
エネルギーの uncoupled27rソリトンが励起されると推定している. logKの 1/T プロット
の実験曲埠と理論との比較からソリトンの静止エネルギーE50)や Azが評価される｡
E三o)=0.35eV, Az=12Z, A+B=4S
とすると, (17)式から
2(A+B)=0.]8eV, 4S=0.09eV
′ヽノ
がえられ,(13)式から/-α/2となり,開いた構造のひろがりとして dz=6αが得られ,
ソリトンの速さの上限として
〃o= 104cm′sec
が評価される. 実測値は300oKでK= 2×10-4で,
n-K/Az= 3×10~5a
となり,ソリトン数は1万塩基あたり0.3個の割合である｡ 一つのソリトン領域 dz=6αの
うち,H-D交換に有効な塩基対の数をその半分の3個と見積ると,1万塩基対当り1個の塩
基が交換に有効に勘らいていることになる｡
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